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荒木小・須加小統合に関する説明会 会議録 

 

１ 開催日時 令和３年７月１０日（土）午後１時３０分～２時 

２ 開催場所 行田市総合福祉会館やすらぎの里第３研修室 

３ 出 席 者 ４１名 

         荒木小学区：保護者５名、地域１３名 

         須加小学区：保護者５名、地域１１名 

         その他：７名 

４ 教育委員会 齋藤教育長 

        学校教育部 吉田部長、安藤次長 

        教育総務課 長島課長、上野主幹、久積主査、角田主査、柏瀬、田沼 

５ 会議内容 

発 言 者 会議の経過（議題・発言内容・結論等） 

司会 

 

齋藤教育長 

 

 

長島課長 

 

司会 

 

出席者 

 

 

 

 

 

長島課長 

 

 

 

出席者 

 

 

長島課長 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 内容 

 資料を基に説明。 

 

何か質問はあるか。 

 

学校名の候補だが、今、通学している小学生の投票で行ったというこ

とだが、６月の学校運営協議会の議事録を読んだのだが、その中に地域

の方々はどうしますか、未就学児はどうしますかという懸念事項が出て

いたにも関わらず、多分、その事は協議されずに進んでいって、在校生

だけの投票になった。なぜそうなったのか。 

 

学校運営協議会では他の方にも投票してもらったらどうかという意

見もあった。色々な議論を重ねた結果、最終的に現在通学している両校

の小学生に投票してもらうという風に決定した。 

 

懸念事項で挙がっていたものなので、地域や未就学児に説明ができる

という風に取っているのだが、具体的に説明してもらいたい。 

 

学校運営協議会の中で意見があり、総意で決まったことだと認識して

いる。 
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吉田部長 

 

 

 

 

 

出席者 

 

吉田部長 

 

 

出席者 

 

 

 

吉田部長 

 

 

出席者 

 

 

吉田部長 

 

 

 

 

 

 

 

出席者 

 

 

吉田部長 

 

 

出席者 

 

 

学校運営協議会の中で確かに地域についての意見があった。具体的に

出ていた意見としては、地域の全ての方に投票してもらうというのは、

時間的にも現実的でないのではないかという意見があり、学校に行って

いる子ども達に意見を聞くのが一番良いのではないかということで、学

校運営部会の中では決定した。 

 

地域についてはわかった。未就学児についてはどうか。 

 

在校生ではないので地域に含まれているということで、在校生に絞ら

れた。 

 

令和４年に学校が廃校する中で、自分が通う学校の名前すら選ばせて

もらえないという未就学児の思いというのは、どのように考えている

か。 

 

多くの児童が一生懸命考えてもらった結果となるので、未就学の方も

そういった思いが入った学校に是非通ってもらいたいと思う。 

 

以前の説明会では６月の市議会に出すという話だったが、６月議会に

出していない。この責任はどう考えているか。 

 

計画通りに進まなかったことについては申し訳ない。これから閉校に

向けた準備をする地域や学校の関係者にとっては、気が気ではなかった

のではないかと思う。校名を決めるということもあるし、並行して進め

ている北河原小のこともあって、どうしても計画通りに進まなかった。

６月議会には間に合わなかったのだが、７月２１日に臨時議会を開催す

るという調整をしている。その中で議員には議論してもらえればと思っ

ている。 

 

教育委員会の責任で６月に出せなかったのに、臨時議会をやっていい

のか。 

 

議会をやる・やらないというのは、市長と議員の判断となる。今調整

をしている所なので、やる方向で進めている。 

 

６月議会に出せないと令和４年４月は厳しいという考えを持ってい

たと思うが、７月で約２か月くらい遅くなって大丈夫なのか。 
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吉田部長 

 

 

 

出席者 

 

吉田部長 

 

出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席者 

３月、６月、９月、１２月に定例会があり、定例会であれば６月でな

いと間に合わないという考えとなる。今回は１か月遅くなってしまう

が、臨時議会ということで議案を提出したい。 

 

その場合も令和４年度にやるか。 

 

そのために臨時議会を開催する。 

 

バスの運行について、須加地区については桜ヶ丘小を認めるという話

があるのだが、今も話があったように、保護者は桜ヶ丘小に行くことが

わかっているのに校名を決めてもらうのはおかしい。指定校を荒木と決

めたので、桜ヶ丘小へは保護者の責任で通学してもらわないと、荒木地

区の人に失礼になってしまう。もし荒木より桜ヶ丘小に行く子が多けれ

ば、校名を変えたこともおかしくなってしまう。先ほど北河原の話があ

ったが、須加はバスを２カ所に出して北河原は忍小に出さないという事

に対して猛反対している。市長が何を言っても教育委員会で指定校を決

めなければならないと思う。新教育長は小学校の校長をやっていたと聞

いており、小規模校のつらさも知っていると思うので、よろしくお願い

する。また、太田地区ではこれから合併の事が始まると思うが、アンケ

ートを取るとか言う話が出てくると、若小玉や藤原町は桜ヶ丘小に近い

子がいる訳なので、太田地区もおかしくなってしまう。教育委員会の責

任において指定校を決めないと合併はうまくいかない。北河原の何人か

の人から聞いているのだが、ここにきて３校が合併すればいいという話

が出てきた。ここまで揉めた中で、よく考えれば３校が合併すればいい

と考える人も当然出てくると思う。思い切って北河原、須加、荒木で合

併はどうか。難航してここまで来たのだろうから、教育委員会の指導の

もと、進めていただきたい。 

 

今まで通っていた学校がなくなってしまい、元々の再編成計画どおり

にいかなかった２校については、保護者と何度も話し合いを繰り返した

中で、桜ヶ丘小や忍小などを選択できるようにしたという経緯がある。

３月～４月に意向調査をして、荒木小と桜ヶ丘小が同数だったことから

両方にバスを出す判断をした。北河原から３校統合を求める声があると

いうことだが、保護者の方で多かったのは一番近い南河原だった。話し

合いの中で忍小に行かせたいという人もいた。保護者から３校の統合を

求める声というのは把握していない。 

 

保護者ではなく地域の人に聞いた。地域の人の声も十分聞いた方がい
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吉田部長 

 

 

 

出席者 

 

 

 

 

出席者 

 

 

 

 

 

吉田部長 

 

 

 

 

 

出席者 

 

 

 

いと思う。校名について児童に聞いて見沼小になったのはいいと思う

が、見沼小に行かない子どもにもその事を聞いたのか。バスを出すとい

う考えを持っているのであれば、それはちょっとおかしいのではない

か。指定校を決めたのだから指定校だけにしてもらいたい。私はこれか

ら色々な議員に働きかけて、バスの補正予算を反対するように動く。須

加が５０人いて、希望を取って桜ヶ丘に３０人行ってしまったとなった

ら、荒木に失礼だと思う。荒木小のままで良かったという話になる。そ

う言った事も重々考えて、教育委員会で決めた指定校以外に行きたい人

は保護者の責任で行けばいい。それが世の中の常だと思う。これがまか

り通れば太田地区でもそういった動きがでる。アンケートなんて取る必

要はなかった。取るとしたら５年前にするべきで、今取ったからこうい

う話になった。そういったことも教育委員会は反省してもらいたい。 

 

須加地区については、指定校として荒木小との統合校として決めたの

で、できるだけ皆さんが新校に行っていただけるように働きかけたいと

思う。 

 

働きかけるのでなく、そういう風にしてもらいたい。そうしないと、

Ａ子さんが荒木の学校で、隣のＢ男さんが桜ヶ丘小では、地域がおかし

くなってしまう。統合についてはここまで来たのだから出来ると思うの

で、指定校についてはお願いしたい。 

 

須加と荒木の学校運営協議会の中で決めさせていただいた。やはり荒

木地区には荒木地区の理屈があって、須加地区には須加地区の理屈があ

った。それを乗り越えて、何とか両地区の再構築を図りましょうという

ことで、両校の学校運営協議会の中で決めさせていただいたのでご理解

いただきたいと思う。 

 

学校運営協議会の皆様には何度も足を運んでいただき、議論をしてい

ただいた。先ほど心配されていたことも、その中で議論があった。そう

いった事を理解の上で、統合しましょうと決定させていただいたので、

地域の中でも須加の皆さんが新校に行くような雰囲気を作っていただ

きたい。 

 

教育長は地域の説明会に初めて参加されていると思う。須加が２つに

分れてしまう懸念があるという地域の生の意見を初めて聞いたと思う

が、どう感じたか。教育長の考えとして、令和４年度に向けて動いてい

くのか。 



 

5 

 

齋藤教育長 

 

 

 

 

出席者 

 

 

 

吉田部長 

 

 

 

出席者 

 

 

吉田部長 

 

 

出席者 

 

 

吉田部長 

 

 

 

 

 

 

出席者 

 

 

吉田部長 

 

 

司会 

 

 

大勢の方から統合に関して様々な意見をいただいたし、これまでに両

校学校運営協議会で随分時間を取っていただき、様々な協議が進められ

てきたことは承知している。そうした中で、このまま進めていくことし

か道はないと思っている。 

 

議会の中で市長は、大筋はこのままいくような感じだが、日々変わっ

ていく中で変更する所は変更しないといけないというようなことを言

っていたが、何のことか。 

 

再編成計画全体のことを指しているのだと思う。児童数・生徒数が予

想以上に減少することもあるので、こういった計画を進める中で、色々

なものを必要に応じて変更していくという事だと思う。 

 

そこの所を変更するという話ではなかった気がする。市長が答弁で答

えていたのは、須加と荒木の統合についての所で話をしていた。 

 

市長は各論を答えることはあまりないと思う。総論的な部分で答えて

いると思うので、全体的な計画のことを話していたのだと考える。 

 

中学校について、前の教育長は２年で何とかすると言っていたが、そ

の後、具体的に何か動いたか。 

 

通学区域については、新教育長が就任した時にプロジェクトチームを

作って検討するように指示が出た。それに向けて準備を進めている所と

なる。今回の令和４年度に小学校が３つ再編されることは、中学校にも

影響が確実に出てくるので、中学校の再編成についてもプロジェクトチ

ームでの検討を経て、通学区域等審議会に諮って、計画を作っていきた

いと思う。 

 

小学校が統合したからと言って、北部地域については今後も統廃合が

行われていくということなのか。 

 

元々の再編成計画通りにいかないことがあるので、計画を修正するな

どして検討していきたい。 

 

４ 閉会 
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